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Focused Brief Therapy: 以下 SFBT）に着目する。
2．解決志向短期療法
　SFBT は，ブリーフ・ファミリー・セラピー・センター（BFTC）において de Shazer et al.（1986）
が提唱した治療モデルである。SFBT によるアプローチは，実際のクライエントとの面接場面にお
いて①問題の描写，②ウェルフォームド・ゴールの設定，③例外探し，④面接の終わりのフィードバッ










のかについて想像することができるようになる（De Jong & Berg, 2013）。
　もう一つは例外をもとに解決を作り出すことである。例外とは，クライエントの生活の中で問題
が起きていて当然な状況でも問題が起こらなかったり，問題がそれほど深刻ではなかったりする状
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況のことである（De Jong & Berg, 2013）。例外を探すことで，クライエントは掲げた目標に関わる
現在において上手くいっていることや過去に成功していたことに気づくことができ（De Jong & 
Miller, 1995），例外に注目することで，クライエントの未来に希望を持てるようになっていく（De 




コーピング・クエスチョンといった効果的な技法が用いられている（Trepper, McCollum, De Jong, 
Korman, Gingerich, & Franklin, 2012）。
　SFBT の効果研究は1994年以降実施されるようになり，SFBT に関する追跡研究では常に約70%
のポジティブな効果が示されている（Gingerich, Kim, Stams, & Macdonald, 2012）。SFBT におい
てはクライエントの能力や強みを利用していくことが重要であり，SFBT による介入により，自己




への SFA を用いた介入（Lee et al，2012）や SFBT による集団カウンセリングの実施により，イン
ターネット中毒が減少した報告（Zhang, Shi, Xu, Qiu, Turel, & He, 2020）など，司法領域や精神医学
領域をはじめとする様々な領域において臨床的な有効性が示されている。
　学校現場においては，SFBT は1990年代から用いられるようになり，欧米では生徒の問題行動や
学業上の問題において SFBT の効果を検証する研究が増加している（Franklin, Kim, & Brigman，
2012）。SFBT は学校で生じる様々な問題に対応できるものであり，社会問題が背景にあるような











　本研究では，中学生を対象に SFBT では，SFBT に基づくワークを実施しその効果を検証する。









































































































が役に立つか，以下のヒントを参考にしてイメージを膨らませてみよう。 　 場所 　 （例えば，『自分の
部屋』など）， 　 ポジション 　 （例えば，『正面から』など）， 　 声の感じ 　 （例えば，『やさしい感じで』な























　土屋・細谷・東條（2010）が作成した日本語版 SRAS-R 登校児用（School Refusal Assessment 














































































































M （SD） M （SD）
問題の
解決度
自己　n=30 7.30 （2.17） 8.77 （1.38）
19.67*** ワーク①開始時＜ワーク②開始時他者　n=13 6.23 （3.06） 8.00 （2.27）
環境　n=11 6.36 （2.58） 7.64 （2.29）
生活の
理想度
自己　n=30 7.50 （1.94） 8.43 （1.41）
16.21*** ワーク①開始時＜ワーク②開始時他者　n=13 6.46 （2.93） 8.00 （1.78）
環境　n=11 6.64 （1.69） 7.91 （1.64）
*** p<.001
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M （SD） M （SD） M （SD）
所属意識
自己　n=24 4.19 （0.75） 4.27 （0.70） 4.27 （0.68）
0.80 他者　n=12 4.44 （0.83） 4.46 （0.70） 4.52 （0.67）
環境　n=10 4.35 （0.54） 4.48 （0.56） 4.40 （0.52）
状況意識
自己　n=27 4.13 （0.55） 4.31 （0.51） 4.18 （0.49）
3.13*他者　n=12 4.52 （0.45） 4.48 （0.39） 4.52 （0.45）
環境　n=10 4.40 （0.39） 4.70 （0.44） 4.45 （0.50）
貢献意識
自己　n=27 3.77 （0.58） 3.94 （0.64） 4.03 （0.69）
2.77†他者　n=12 3.79 （0.77） 3.92 （0.74） 4.00 （0.68）
環境　n=10 4.25 （0.58） 4.20 （0.64） 4.28 （0.48）
役割意識
自己　n=27 3.72 （0.72） 3.93 （0.67） 4.01 （0.54）
3.98* 事前＜事後他者　n=12 3.90 （0.67） 4.13 （0.59） 4.23 （0.46）
環境　n=10 4.15 （0.60） 4.28 （0.51） 4.20 （0.51）
協力意識
自己　n=26 4.00 （0.62） 4.22 （0.49） 4.14 （0.55）
5.16** 事前＜中間他者　n=12 4.28 （0.74） 4.53 （0.58） 4.47 （0.64）
環境　n=10 4.27 （0.44） 4.57 （0.39） 4.37 （0.46）
ネガティブ感情
の回避
自己　n=27 1.41 （0.46） 1.34 （0.43） 1.30 （0.52）
2.48† 他者　n=13 1.74 （0.65） 1.65 （0.67） 1.58 （0.60）
環境　n=10 1.34 （0.47） 1.22 （0.35） 1.30 （0.42）
対人場面からの
逃避
自己　n=27 1.16 （0.27） 1.13 （0.31） 1.15 （0.43）
0.79 他者　n=12 1.37 （0.52） 1.35 （0.48） 1.45 （0.63）
環境　n=10 1.16 （0.18） 1.16 （0.25） 1.20 （0.38）
家族からの
注意獲得行動
自己　n=27 1.53 （0.58） 1.42 （0.55） 1.36 （0.67）
8.07** 事前＞事後中間＞事後他者　n=13 1.75 （0.63） 1.66 （0.64） 1.46 （0.54）
環境　n=10 1.40 （0.43） 1.30 （0.39） 1.28 （0.41）
不登校行動の
具体的な強化子
自己　n=27 1.88 （0.86） 1.75 （0.89） 1.65 （1.03）
1.95 他者　n=13 1.68 （0.50） 1.66 （0.66） 1.77 （0.71）
環境　n=10 1.50 （0.50） 1.24 （0.43） 1.26 （0.52）
† p<.1 * p<.05 ** p<.01


































70% のポジティブな効果が示されている（Gingerich, Kim, Stams, & Macdonald, 2012）。欧米では，
生徒の問題行動や学業上の問題において SFBT の効果が検証され，学校で生じる様々な問題に対応
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 The purpose of this study was to examine the effects of worksheets program based on 
Solution-Focused Brief Therapy for junior high school students. At first, we classified the 
problems listed in the worksheets, those problems were classified into three categories: “problems 
with the self”, “problems with others”, “problems with the environment.” We examined whether 
the effects of the program differed depending on the type of problems for 54 students （26 males, 
28 females）. After the program, for junior high school students who had any of these problems, 
the degree of problem resolution and their ideal degree of life were increased. Also, it was shown 
that the sense of role and cooperation to the class were increased and the tendency toward non-
attendance at school to pursuit of attention from significant others was reduced. Therefore, we 
suggested that program based on SFBT was effective for junior high school students whose had 
various problems.
Keywords： Solution-Focused Brief Therapy, junior high school students, problem, class, tendency 
toward non-attendance at school
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